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一　
藤
岡
蔵
六
と
第
一
部
甲
類
・
第
一
部
丙
類
の
友

　

哲
学
者
藤
岡
蔵
六
［1891･2-1949･12
］
は
、
文
学
者
芥
川
龍
之
介

［1892･3-1927･7

］、
法
哲
学
者
恒
藤
（
当
時
井
川
）
恭
［1888･12-1967･

（
１
）

11

］

と
第
一
高
等
学
校
時
代
（
明
治
四
十
三
年（1910

）九
月
～
大
正
二
年（1913

）七

月
）
を
、
第
一
部
乙
類
（
英
語
文
科（
２
））
の
同
級
生
と
し
て
過
ご
し
た
親
し
い
友
で

あ
っ
た（
３
）。
彼
を
調
べ
る
内
に
、
関
口
安
義
氏
の
詳
細
な
論
考
『
悲
運
の
哲
学
者　

評
伝
藤
岡
蔵
六
』
に
蒙
を
啓
か
れ
た
が
、
関
口
氏
の
述
べ
る
「
人
づ
き
合
い
の
ま

ず
さ
」・「
他
者
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
性
向
」。
そ
こ
か
ら
の
「
悲
運
」
と
は
異
な

る
観
点
か
ら
、
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
続
け
て
き
た
。
基

盤
は
藤
岡
蔵
六
の
遺
著
『
父
と
子
』
を
読
む
こ
と
に
あ
る
。
ご
長
男
眞
佐
夫
氏
の

『
父
母
の
思
い
出
と
と
も
に
』
も
参
考
と
す
る（
４
）。

　
『
父
と
子
』
は
、「
伊
豫
國
宇
和
島
市
の
南
方
三
里
、
岩
松
川
の
中
流
に
深
い
渕

が
あ
っ
て
、
其
處
に
幾
つ
か
の
大
き
な
岩
が
聳
え
て
居
る
。
岩
渕
と
言
う
村
の
名

は
是
れ
に
基
い
た
も
の
ら
し
い
。
村
は
人
家
凡
そ
百
軒
、
其
一
番
東
の
端
の
家
で

私
は
生
れ
た
。」（
一　

岩
渕
村
、
藤
岡
）
に
始
ま
り
、
父
母
と
や
さ
し
い
三
人
の

南
寮
八
番
室
の
友

　
　
　
　
―
藤
岡
蔵
六
『
父
と
子
』
と
第
一
高
等
学
校
時
代
―

高
　
重
　
久
　
美

姉
に
囲
ま
れ
た
幼
少
期
、
第
一
高
等
学
校
入
学
（
九
二　

文
科
一
年
乙
類
）
を
経

て
、「
一
一
八　

一
高
卒
業
記
念
旅
行
」、「
一
二
〇　

東
大
文
科
哲
學
科
へ
入
学
」、

「
一
二
一　

父
の
死
」
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
で
擱
筆
さ
れ
る（
５
）。
藤
岡
は
二

十
年
間
の
病
床
生
活
の
後
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
に
亡
く
な
っ
た
が
、

「
病
や
ゝ
小
康
を
得
」
て
、
こ
の
回
想
録
を
「
昭
和
二
十
三
年
七
月
十
六
日
」（
は

し
が
き
）
ま
で
に
書
き
上
げ
、
眞
佐
夫
氏
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
六
年
九
月
に
私
家

版
で
上
梓
さ
れ
た
。

　

藤
岡
は
深
く
思
索
す
る
人
間
で
、
芥
川
の
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
々

稿
で
考
察
し
た（
６
）。
一
高
二
年
生
の
春
休
み
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月

末
の
井
川
が
和
歌
一
首
を
賤
け
と
し
た
旅
の
記
（
一
〇
三　

常
陸
旅
行
）
は
、
前

半
、
蔵
六
の
人
の
好
意
を
細
や
か
に
感
じ
取
る
心
、
本
人
の
素
直
な
心
、
後
半
、

日
立
鉱
山
の
「
陰
惨
な
坑
内
作
業
」、
劣
悪
な
労
働
環
境
へ
の
視
線
や
、
社
会
意

識
、
時
代
へ
の
鋭
い
洞
察
、
古
典
や
歴
史
の
教
養
な
ど
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
見

事
な
文
章
で
あ
る
。
蔵
六
、
二
十
一
歳
。
旧
制
高
校
生
、
一
高
生
の
柔
ら
か
な
感

性
、
教
養
の
厚
み
、
深
さ
を
感
じ
る（
７
）。

　

藤
岡
に
は
、
親
友
で
あ
っ
た
芥
川
、
井
川
ら
第
一
部
乙
類
（
英
語
文
科
）
の

同
級
生
以
外
に
、
心
に
残
る
人
々
が
い
た
。「
東
京
の
田
舎
者
見
た
よ
う
な
感
じ

（『文学史研究』56号　2016. 3）
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の
す
る
」（
九
三　

寄
宿
寮
）
第
一
部
甲
類
杉
村
英
三
郎
と
第
一
部
丙
類
「
獨
法

科
の
快
男
子
」（
九
八　

冬
休
み
）
岩
松
三
郎
で
あ
る
。
二
人
は
、
芥
川
、
井
川
、

長
崎
と
共
に
、『
父
と
子
』
に
フ
ル
ネ
ー
ム
で
記
さ
れ
る
。
一
年
時
の
寄
宿
寮
は
、

各
科
各
組
の
者
が
寄
り
集
ま
っ
て
一
室
を
成
し
て
い
た
。
故
に
、
藤
岡
は
「
南
寮

八
番
」
で
二
人
と
交
友
を
持
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
井
川
が
南
寮
十
番
で
第
一
部
甲
類

（
英
法
科
）
の
矢
内
原
忠
雄
と
親
し
く
し
て
い
た
よ
う
に
。

　

本
稿
は
、
一
高
一
年
時
に
寄
宿
寮
で
藤
岡
と
同
室
で
あ
っ
た
杉
村
と
岩
松
を
考

察
す
る
。
そ
の
交
友
は
、
藤
岡
の
、「
人
づ
き
合
い
の
ま
ず
さ
」・「
他
者
へ
の
配

慮
を
欠
い
た
性
向
」
ゆ
え
の
「
悲
運
」
と
評
さ
れ
る
人
間
像
と
は
別
の
一
面
を
示

す
。
藤
岡
は
、
愛
媛
県
北
宇
和
郡
岩
渕
村
（
現
宇
和
島
市
津
島
町
岩
渕
）
に
生
ま

れ
、
県
立
宇
和
島
中
学
校
（
現
県
立
宇
和
島
東
高
等
学
校
）
を
卒
業
、
当
時
「
東

京
か
ら
往
復
一
週
間
以
上
か
か
る
」（
九
八　

冬
休
み
）
地
か
ら
、
は
る
ば
る
天

下
の
秀
才
の
集
ま
る
第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
た
。「
新
橋
驛
に
降
り
た
時
人
込

み
の
烈
し
い
の
に
驚
い
た
。
田
舎
で
は
お
祭
り
騒
ぎ
の
時
に
で
も
、
こ
ん
な
人
出

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
」（
九
一　

初
上
り
）。
そ
の
彼
が
四
谷
須
賀
町
に
あ
る
杉
村

家
を
度
々
訪
問
し
、
お
正
月
に
は
、
下
谷
区
車
坂
町
の
岩
松
家
に
遊
び
に
行
っ
た
。

芥
川
・
井
川
を
対
象
と
し
た
前
稿
で
、
近
代
思
想
・
文
学
を
醸
成
し
た
交
友
の
あ

り
方
が
認
め
ら
れ
た
が
、
文
学
者
や
哲
学
者
な
ら
ず
と
も
、
一
高
に
お
け
る
緊
密

な
人
間
関
係
に
支
え
ら
れ
、
個
性
豊
か
な
幅
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
た
人
格
が
形

成
さ
れ
た
こ
と
が
、
杉
村
や
岩
松
と
の
交
友
か
ら
探
れ
そ
う
で
あ
る
。
考
察
の
方

法
と
し
て
、
杉
村
や
岩
松
に
彼
ら
自
身
で
記
し
た
も
の
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
一
高

時
代
の
交
友
の
有
り
よ
う
が
芥
川
、
井
川
の
よ
う
に
は
辿
り
難
い
た
め
、
杉
村
は
、

父
濬ふ
か
し、
長
兄
陽
太
郎
と
い
う
、
外
交
官
二
代
・
杉
村
家
の
人
々
の
記
録
を
、
岩
松

は
後
年
の
彼
自
身
と
、
彼
を
知
る
民
法
学
者
我
妻
栄
、
最
高
裁
判
事
真
野
毅
氏
ら

の
言
を
も
と
に
考
察
す
る
。

二　
「
東
京
の
田
舎
者
見
た
よ
う
な
感
じ
の
す
る
」
杉
村
英
三
郎

　
　
　
　
　

 

―
外
交
官
二
代
・
杉
村
家
の
三
男
―

　　

杉
村
英
三
郎
［1891･3-194

（
８
）

9

］
は
、
カ
ナ
ダ
、
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
生
ま
れ

で
あ
る（
９
）。

　

寄
宿
寮
は
新
寮
が
四
棟
、
旧
寮
が
二
棟
都
合
六
棟
あ
っ
て
、
全
校
生
徒
は

悉
く
寄
宿
寮
へ
入
っ
て
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
た
。
舎
監
が
一
人
居
た

け
れ
ど
、
之
は
名
目
丈
け
の
者
で
、
全
寮
に
自
治
が
許
さ
れ
、
万
事
は
寮
生

の
合
議
に
よ
っ
て
決
裁
さ
れ
運
營
さ
れ
た
。
中
學
時
代
巌
重
な
校
則
に
よ
っ

て
束
縛
さ
れ
て
い
た
私
は
、
範
籠（

（（
（

か
ら
解
放
さ
れ
た
小
鳥
の
様
に
自
由
の
天

地
を
飛
翔
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

私
の
室
は
南
寮
八
番
で
あ
っ
た
。
同
室
に
東
京
の
田
舎
者
見
た
よ
う
な
感

じ
の
す
る
杉
村
英
三
郎
と
言
う
男
が
い
た
が
、
彼
は
質
實
剛
健
で
、
西
郷
隆

盛
を
敬
慕
し
て
ゐ
た
所
か
ら
何
時
し
か
私
と
仲
好
し
に
な
り
、
私
は
度
々
四

谷
須
賀
町
に
あ
る
彼
の
宅
を
訪
問
し
た
。

　

一
年
生
の
時
は
、
一
室
に
各
科
各
組
の
者
が
寄
り
集
ま
っ
て
ゐ
た
の
で
、

違
っ
た
組
の
様
子
も
分
か
り
、
色
々
な
特
長
も
見
ら
れ
た
の
で
面
白
か
っ
た
。

�

（
九
三　

寄
宿
寮
）

杉
村
と
の
交
友
に
は
後
日
談
が
あ
る
。

　

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
来
た
。
七
八
両
月
休
暇
だ
か
ら
私
は
一
年
有
半

振
り
に
帰
省
す
る
こ
と
が
出
来
る
、
何
を
お
土
産
に
買
っ
て
行
こ
う
か
と
考
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え
た
。
先
ず
皆
に
共
通
な
物
と
し
て
栗
饅
頭
を
と
思
っ
た
が
、
生
憎
品
切
れ

だ
っ
た
の
で
甘
納
豆
に
し
た
。（
中
略
）

x   x   x   x

　

夏
休
み
に
帰
省
し
た
時
、
郷
里
の
人
達
は
、
私
に
何
科
へ
入
っ
た
か
と
尋

ね
る
の
で
、
私
は
一
高
の
文
科
へ
入
っ
た
と
答
え
た
所
、
彼
等
は
訝
し
気
に
、

「
何
故
家
業
を
お
継
ぎ
に
な
り
ま
せ
ぬ
か
？
お
医
者
様
は
お
嫌
い
で
す
か
？
」

等
と
訊
く
の
で
、
私
は
医
者
が
肉
体
の
病
気
を
治
す
よ
う
に
、
私
は
精
神
的

に
人
々
を
救
濟
し
て
や
る
の
だ
と
言
い
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
余
り
烏
滸
が
ま

し
い
の
で
止
め
た
、
と
同
時
に
そ
う
言
い
切
る
だ
け
の
自
信
も
無
か
っ
た
。

x   x   x   x

　

夏
休
み
が
終
っ
て
再
び
上
京
す
る
時
、
円
明
さ
ん
が
岩
渕
川
で
釣
っ
た
鮎

を
、
柔
ら
か
な
遠
火
で
焙
っ
て
貰
い
持
参
し
た
。
東
京
で
は
杉
村
の
宅
で

度
々
御
馳
走
に
な
っ
た
の
で
、
其
返
禮
と
し
て
此
干
鮎
を
贈
っ
た
。
後
で
杉

村
が
、
此
間
の
鮎
は
堅
か
っ
た
と
言
っ
た
か
ら
、
私
は
、
干
鮎
を
煮
る
に
は

数
時
間
前
水
に
漬
け
て
置
け
ば
柔
ら
か
く
な
る
、
鮎
は
香
魚
と
も
言
っ
て

焙
っ
て
煮
れ
ば
一
種
獨
特
の
好
い
香
り
が
す
る
と
教
え
て
や
っ
た
。

�

（
一
〇
八　

土
産
物
）

　

杉
村
は
「
質
實
剛
健
で
、
西
郷
隆
盛
を
敬
慕
し
て
ゐ
た
所
か
ら
何
時
し
か
私
と

仲
好
し
に
な
り
、
私
は
度
々
四
谷
須
賀
町
に
あ
る
彼
の
宅
を
訪
問
し
た
。」「
杉
村

の
宅
で
度
々
御
馳
走
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。
杉
村
家
は
、
陸
奥
国
岩
手
郡
盛
岡
に

南
部
藩
士
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
父
濬
［1848･2-1906･5

］
が
自
ら
志
願
し

た
ブ
ラ
ジ
ル
弁
理
公
使
と
し
て
、
明
治
三
十
九
年
五
月
に
客
死（

（（
（

、
第
一
高
等
学
校

英
法
科
を
へ
て
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
の
学
生
で
あ
っ
た
長
兄
陽

太
郎
［1884･9･28-1939･3･24

］
が
二
十
一
歳
で
家
督
を
相
続
し
た
。
陽
太
郎

は
、
四
十
一
年
大
学
卒
業
と
同
時
に
、
父
の
志
を
継
い
で
、
外
交
官
及
領
事
官
試

験
に
合
格
、
同
年
領
事
官
補
と
し
て
研
修
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
に
派
遣
さ

れ
た（

（（
（

。
藤
岡
が
一
高
一
年
生
で
あ
っ
た
四
十
三
、
四
年
も
、
リ
ヨ
ン
大
学
で
フ
ラ

ン
ス
語
と
国
際
法
を
勉
強
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
海
港
国
際
制
度
論
」
と
い
う
分
厚

い
論
文
を
書
き
あ
げ
、
法
学
博
士
の
称
号
を
得
た（

（（
（

。
当
時
、
四
谷
須
賀
町
（
現
東

京
都
新
宿
区
須
賀
町
）
に
は
、
南
岩
手
郡
加
賀
野
（
現
盛
岡
市
）
の
南
部
藩
士
長

嶺
忠
司
の
三
女
、
母
ヨ
シ
［1867-1913･12

］、
東
京
帝
大
理
科
大
学
数
学
科
の

学
生
で
あ
る
次
兄
欣
次
郎
［1889･5･16-1981･10･1

（
（（
（6

］、
三
人
の
妹
、
ソ
ウ
ル

生
ま
れ
の
ア
サ
［1893-1981

］
ナ
ミ
［1895･10･7-1985･7･2

（
（（
（4

］、
台
湾
生
ま

れ
の
タ
カ
［1898･4-1980

］
が
い
た（

（（
（

。

　

夫
濬
が
初
代
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
領
事
と
な
っ
た
ヨ
シ
は
、
明
治
二
十
二
年
九

月
、
生
後
四
ヶ
月
の
欣
次
郎
を
抱
い
て
太
平
洋
を
渡
り
、
カ
ナ
ダ
生
活
を
終
え

て
、
二
十
四
年
九
月
彼
の
地
で
生
ま
れ
た
六
ヶ
月
の
英
三
郎
も
連
れ
て
帰
国（

（（
（

、
明

治
三
十
八
年
四
月
赴
任
先
に
帯
同
し
た
ア
サ
、
ナ
ミ
、
タ
カ
と
共
に
到
着
し
た
ブ

ラ
ジ
ル
で
、
夫
が
他
界
す
る
ま
で
の
一
年
一
ヶ
月
を
三
代
目
公
使
夫
人
と
し
て
務

め
た（

（（
（

。
ヨ
シ
は
お
お
ら
か
で
闊
達
な
人
柄
で
、
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
領
事
を
ト
ッ

プ
と
す
る
在
留
邦
人
社
交
界
で
も
評
判
が
良
か
っ
た
。
領
事
館
に
出
入
り
す
る
邦

人
を
「
大
層
親
切
で
上
下
の
差
別
な
く
善
く
世
話
を
な
さ
い
ま
し
た
」
と
領
事
館

邸
の
女
中
で
あ
っ
た
女
性
は
回
想
す
る（

（（
（

。
最
後
の
任
地
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
「
公
使
令

夫
人
は
親
切
な
人
で
あ
っ
た
。
私
の
様
な
靑
年
に
さ
へ
、
只
一
人
で
御
案
内
の
そ

ぞ
ろ
歩
き
の
勞
を
い
と
は
な
か
っ
た
程
思
ひ
や
り
の
よ
い
お
方
で
あ
つ
た
。」
と

「
伯ブ
ラ

國ジ
ル

日
本
移
民
の
草
分
」
鈴
木
貞
次
郎
は
語
る（

（（
（

。

　

濬
に
つ
い
て
、
鈴
木
は
記
す（

（（
（

「
體
格
か
ら
し
て
、
角
力
取
り
な
ら
十
兩
取
位
ひ

な
値
打
の
充
分
に
ふ
め
る
太
っ
た
肉
付
で
、
身
長
も
そ
れ
に
應
じ
て
高
か
つ
た
。
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餘
り
物
數
は
云
は
な
い
。
何
處
か
に
陰
気
な
影
の
ほ
の
め
き
な
が
ら
ど
っ
し
り
と

落
付
い
て
如
何
に
も
長
者
ら
し
い
風
格
が
あ
っ
た
。
…
…
默
々
と
し
て
行
は
ん
と

す
る
所
は
生
死
を
眼
中
に
置
か
な
か
つ
た
態
度
は
、
そ
の
象
の
様
な
柔
和
な
眼
に

鋭
く
閃
い
て
居
た
。」

 

「
伯
國
公
使
と
し
て
日
本
移
民
契
約
に
對
す
る
功
勞
の
第
一
人
者
は
誰
が
何
と
云

つ
て
も
杉
村
公
使
其
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
の
尨
大
な
聖
州
珈
琲
園
報
告

は
邪
気
の
な
い
彼
自
身
の
表
象
で
あ
る
。
…
…
私
は
一
種
の
植
民
文
學
的
気
韻
の

漂
渺
た
る
も
の
を
感
銘
し
て
恍
惚
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
、
こ
の
報
告
は
慥
か

に
日
本
の
官
民
に
と
つ
て
或
る
驚
異
で
あ
つ
た
。
伯
國
と
云
ふ
解
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
謎
が
移
民
會
社
と
外
務
省
と
の
前
に
砂
漠
の
オ
ー
シ
ス
の
如
く
展
開
さ
れ

た
、
伯
國
日
本
移
民
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
杉
村
氏
の
如
き
人
が
公
使
と
し
て
駐
在
し

て
居
た
と
云
ふ
こ
と
は
天
祐
に
近
い
幸
運
で
あ
っ
た
。」
と
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
「
日
本
移
民
実
現
へ
の
杉
村
の
努
力
を
高
く
評
価
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
杉
村
の
葬
儀
は
国
賓
と
し
て
の
盛
大
な
も
の
と
な
っ
た
」「
国
賓
と

し
て
扱
わ
れ
た
杉
村
は
、
公
館
の
あ
っ
た
ペ
ト
ロ
ポ
リ
ス
か
ら
鉄
道
の
特
別
列
車

で
リ
オ
ま
で
運
ば
れ
、
陸
軍
の
礼
砲
と
と
も
に
葬
ら
れ
た
（
（（
（。」　　
　
　

　

鈴
木
が
「
感
銘
し
て
恍
惚
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
」
ま
た
「
日
本
の
官
民
に

と
つ
て
或
る
驚
異
で
あ
つ
た
」
と
ま
で
記
し
た
「
尨
大
な
聖
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
珈
琲
園
報
告
」

に
は
、「
一
八
七
〇
年
の
廃
藩
で
失
職
、
翌
年
上
京
し
て
高
名
な
儒
者
島
田
重
禮

（
一
八
三
八
～
九
八
）
の
下
谷
の
漢
学
塾
に
学
び
、
後
に
は
そ
の
塾
頭
と
な
る
（
（（
（

」

と
い
う
濬
の
漢
学
に
精
進
し
た
経
歴
が
生
き
て
い
た
。
英
三
郎
次
妹
ナ
ミ
の
嫁
い

だ
化
学
者
の
柴
田
雄
次
［1882･1･28-1980･1･28

］
も
、
少
年
時
代
に
大
田
南

岳
［1873-1917

］
の
私
塾
で
、
漢
文
の
素
読
を
教
わ
っ
て
い
た
。
南
岳
は
江
戸

の
文
人
と
し
て
高
名
な
、
狂
歌
作
家
で
も
あ
る
蜀
山
人
、
大
田
南
畝
（
一
七
四
九

～
一
八
二
三
）
の
曾
孫
で
あ
っ
た
。
ナ
ミ
の
通
称
は
、
生
ま
れ
た
ソ
ウ
ル
市
に
あ

る
南
山
と
い
う
美
し
い
山
の
名
か
ら
取
ら
れ
た
南
美
子
で
あ
り
、
長
男
の
名
「
南

雄
」
は
、
父
と
母
か
ら
一
字
ず
つ
貰
っ
て
い
る
。
そ
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
南

雄
は
、
父
と
し
て
は
、「
南
」
の
字
は
ソ
ウ
ル
の
南
山
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
親

し
く
師
事
し
て
い
た
南
岳
や
そ
の
曾
祖
父
南
畝
の
「
南
」
で
も
あ
る
こ
と
が
、
お

そ
ら
く
意
識
に
あ
っ
た
ろ
う
。
と
記
し
て
い
る（

（（
（

。
近
代
日
本
の
知
識
人
に
と
っ
て
、

漢
学
は
重
要
な
学
問
で
あ
り
、
彼
ら
に
は
、
漢
籍
の
素
養
が
あ
っ
た（

（（
（

。

　

長
兄
の
陽
太
郎
は
一
二
才
か
ら
一
八
才
の
間
、
両
親
が
在
外
中
の
た
め
、
嘉

納
塾
に
預
け
ら
れ
柔
道
は
も
ち
ろ
ん
、
嘉
納
治
五
郎
［1860-1938

］
の
考
え
で
、

水
泳
に
も
習
熟
し
た
。
一
九
〇
一
～
〇
四
年
、
第
一
高
等
学
校
生
徒
と
し
て
、
柔

道
部
と
、
二
年
生
か
ら
は
ボ
ー
ト
部
に
所
属
し
た
。「
一
九
〇
五
年
に
は
講
道
館

の
紅
白
試
合
で
、
の
ち
に
十
段
と
な
っ
た
三
船
久
蔵
と
対
戦
し
て
勝
っ
た
。」
一

九
〇
五
～
〇
八
年
、
東
大
法
科
政
治
学
科
の
学
生
で
あ
っ
た
頃
、
新
渡
戸
稲
造

［1862-1933

］
が
一
高
の
校
長
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、「
一
高
の
先
輩
と
し
て
、

「
毛
唐
を
女
房
に
し
て
い
る
校
長
の
排
斥
運
動
」
の
先
頭
に
立
っ
た
。
陽
太
郎
は

和
風
の
思
想
、
新
渡
戸
は
洋
風
の
思
想
で
、
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
運
動
の
た
め
お
互
い
の
理
解
が
深
ま
り
、
陽
太
郎
は
の
ち
に
新
渡
戸
の
人
間

性
に
傾
倒
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
新
渡
戸
は
陽
太
郎
の
実
力
と
、
強
い
責
任
感
、

心
配
り
の
深
さ
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
一
九
二
一
～
二
二
年
に
は
軍
縮
会

議
の
随
員
。「
身
長
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
体
重
一
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
柔

道
六
段
の
巨
漢
で
、
通
常
の
日
本
の
外
交
官
の
持
っ
て
い
な
い
資
質
を
備
え
て
い

た
。」
一
九
二
七
～
三
三
年
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
在
住
。
新
渡
戸
の
後
任
と
し
て
、
国

際
連
盟
事
務
次
長
兼
政
務
部
長
。
新
渡
戸
は
陽
太
郎
に
つ
い
て
、〝
杉
村
君
は
眞

に
も
の
ゝ
あ
は
れ
を
知
る
日
本
人
で
あ
る
〟
と
言
っ
て
喜
ん
だ
。「
一
九
三
四
～
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三
六
年
、
在
イ
タ
リ
ア
大
使
．
一
九
三
五
年
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
の
委
員
と
し
て
、
次
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
地
を
決
め
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
オ
ス
ロ
総
会
で
、
孤
軍
奮
闘
し
た
。

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
首
相
を
口
説
い
て
、
ロ
ー
マ
に
決
り
か
け
て
い
た
の
を
、
東
京
に

誘
致
し
た
（
（（
（。」「
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
、
い
わ
ゆ
る
紀
元
二
六
〇
〇
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
に
誘
致
す
る
た
め
、
国
際
的
な
顔
を
フ
ル
に
活
用
し
て
活
躍
、

誘
致
は
成
功
し
た
の
に
、
日
中
事
変
の
泥
沼
化
で
政
府
は
返
上
を
決
定
し
た
た
め

空
し
い
努
力
に
終
わ
っ
た
。（

（（
（

」
一
九
三
七
～
三
九
年
、
在
フ
ラ
ン
ス
大
使
。「
杉
村

大
使
が
若
い
頃
、
セ
ー
ヌ
河
の
競
泳
大
会
に
出
場
し
て
一
等
賞
を
と
ら
れ
た
こ
と

が
話
題
に
な
っ
た
と
き
、
大
使
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。「
い
や
、
あ
の
と

き
は
本
省
か
ら
怒
ら
れ
ま
し
て
ね
、
ホ
ン
シ
ョ
ウ
ハ
、
キ
カ
ン
ヲ
、
セ
ー
ヌ
ガ
ワ

キ
ョ
ウ
エ
イ
タ
イ
カ
イ
シ
ュ
ツ
ジ
ョ
ウ
ノ
タ
メ
パ
リ
ヘ
ハ
ケ
ン
シ
タ
モ
ノ
ニ
ア
ラ

ズ
と
い
う
電
報
が
き
ま
し
て
ね
」」「
当
時
パ
リ
に
柔
道
の
道
場
が
い
く
つ
か
で
き

た
が
、
そ
の
道
場
開
き
に
出
席
さ
れ
た
杉
村
大
使
が
、
柔
道
着
姿
で
相
手
を
空
中

へ
投
げ
飛
ば
し
て
い
る
見
事
な
写
真
が
新
聞
に
大
き
く
出
た
り
し
た
の
も
、
杉
村

大
使
の
人
気
を
表
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
（
（（
（。」「
や
が
て
病
を
得
て
帰
国
、
十

四
年
三
月
二
十
四
日
没
。
五
十
六
歳
。
そ
の
功
績
に
よ
り
外
務
省
は
省
葬
を
実
施

し
た
（
（（
（。」

 

「
最
期
も
間
近
の
こ
ろ
、
病
院
の
べ
ッ
ド
か
ら
は
み
出
し
そ
う
な
巨
体
か
ら
絞
り

出
す
よ
う
な
声
で
、
見
舞
い
に
行
っ
た
わ
れ
わ
れ
を
逆
に
励
ま
し
て
く
れ
た
の
を

思
い
出
す
」
と
ナ
ミ
の
長
男
、
甥
の
南
雄（

（（
（

。
長
く
な
っ
た
が
、
英
三
郎
が
尊
敬
し
、

範
に
し
た
で
あ
ろ
う
陽
太
郎
と
い
う
人
間
を
追
っ
た
。

　

次
兄
欣
次
郎
は
数
学
者
。
大
正
十
五
年
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
時
に
歐
米
各

国
に
留
学
、
昭
和
二
年
帰
朝
、
七
年
時
東
京
文
理
科
大
学
教
授
兼
東
京
高
等
師
範

学
校
教
授（

（（
（

、
戦
後
、
東
京
高
等
師
範
学
校
第
十
五
代
校
長
兼
東
京
文
理
科
大
学
第

六
代
学
長
を
務
め
、
日
本
数
学
教
育
学
会
名
誉
会
長
と
な
っ
た
。
紳
士
と
い
う
表

現
が
ぴ
っ
た
り
の
温
厚
な
人
物
で
、
文
理
科
大
学
教
授
時
代
、
選
ば
れ
て
学
習
院

中
等
科
在
学
中
の
皇
太
子
（
現
天
皇
）
に
数
学
を
ご
指
導
申
し
上
げ
た
。
矢
野
健

太
郎
氏
［1912-1993

］
は
、「
杉
村
欣
次
郎
先
生
を
偲
ぶ
」
で
、
こ
の
訃
報
に

接
し
て
最
初
に
思
い
出
し
た
こ
と
は
、
欣
次
郎
の
兄
の
、
昭
和
の
始
め
に
外
交
官

と
し
て
大
活
躍
を
し
た
陽
太
郎
大
使
か
ら
、
そ
の
名
を
聞
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ

る
と
記
し
、
語
る
。
掛
谷
宗
一
［1886-1947

］
先
生
は
よ
く
次
の
よ
う
に
言
っ

て
お
ら
れ
た
。「
宮
中
か
ら
皇
太
子
殿
下
の
先
生
を
推
せ
ん
し
て
く
れ
と
言
わ
れ

て
も
、
数
学
者
は
、
奇
人
・
変
人
・
数
学
者
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
で
、
み
ん
な
少

し
変
っ
て
い
て
、
ふ
さ
わ
し
い
人
を
見
付
け
る
の
に
困
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
よ

く
し
た
も
ん
で
、
杉
村
君
の
よ
う
な
紳
士
が
ち
ゃ
ん
と
一
人
は
い
て
く
れ
た
か
ら

ね
」
と
。
冒
頭
の
思
い
出
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。「
私
は
昭
和
十
一
年
に
フ

ラ
ン
ス
政
府
招
聘
留
学
生
の
試
験
に
合
格
し
て
、
二
年
間
の
予
定
で
、
パ
リ
南
端

の
大
学
都
市
内
に
あ
る
薩
摩
会
館
か
ら
カ
ル
チ
ェ
・
ラ
タ
ン
に
あ
る
ア
ン
リ
・
ポ

ア
ン
カ
レ
研
究
所
へ
通
っ
て
微
分
幾
何
学
を
研
究
す
る
と
い
う
生
活
を
始
め
て
い

た
。」「
当
時
は
、
日
本
の
主
な
祭
日
、
た
と
え
ば
天
長
節
（
天
皇
誕
生
日
）
に
は
、

パ
リ
在
住
の
日
本
人
が
全
部
パ
リ
の
大
使
館
へ
集
ま
っ
て
、
そ
の
日
を
祝
う
と
い

う
習
慣
が
あ
っ
た
。
私
も
そ
れ
に
出
席
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
折
に
大
使
は
、
誰

彼
の
へ
だ
て
な
く
い
ろ
い
ろ
と
話
し
か
け
、
わ
れ
わ
れ
留
学
生
に
も
話
し
か
け
て

下
さ
っ
た
。「
矢
野
君
は
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
研
究
所
で
数
学
を
研
究
し
て
お

ら
れ
る
の
で
し
た
ね
。
僕
の
弟
も
数
学
を
専
攻
し
て
い
る
の
で
す
よ
」、
こ
れ
が

杉
村
欣
次
郎
先
生
で
あ
っ
た
。」

　

す
ぐ
下
の
妹
ア
サ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
チ
リ
へ
の
長
く
厳
し
い
旅
を
体
験

し
た
物
怖
じ
し
な
い
少
女
で
あ
っ
た
。「
十
二
、
三
歳
と
、
七
、
八
歳
位
に
見
え
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る
公
使
令
嬢
が
居
た
。
姉
さ
ん
の
方
は
才
ば
し
つ
た
方
で
、
妹
さ
ん
は
ま
だ
ほ
ん

の
無
邪
気
一
方
で
あ
っ
た
」
と
鈴
木
は
記
す（

（（
（

。
濬
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
公
使
も
兼
ね
て
い
た
が
、
着
任
の
年
す
な
わ
ち
一
九
〇
五
年
の
一

二
月
中
旬
か
ら
翌
年
二
月
中
旬
ま
で
三
ヵ
月
を
か
け
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
チ
リ

を
巡
回
す
る
。
こ
の
旅
行
は
ま
ず
鉄
道
と
船
で
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
（
ウ
ル
グ
ァ
イ
）

を
へ
て
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
に
到
り
、
西
進
し
て
ア
ン
デ
ス

山
脈
中
腹
の
、
当
時
鉄
道
が
通
じ
て
い
た
終
点
ま
で
行
き
、
峠
の
数
キ
ロ
は
ラ
バ

の
背
に
乗
っ
て
越
え
、
再
び
汽
車
で
チ
リ
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
、
さ
ら
に
は
そ
の
南

方
の
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
近
郊
の
農
村
視
察
を
果
た
し
て
帰
る
と
い
う
長
く
厳
し
い

旅
行
で
あ
っ
た
。」
こ
れ
に
母
ヨ
シ
に
代
わ
っ
て
長
女
が
同
行
し
た
。
そ
れ
が
十

二
歳
の
才
気
煥
発
な
ア
サ
で
あ
る
。
彼
女
の
日
記
が
嫁
い
だ
福
島
家
に
現
存
し
て

い
る
。
左
記
は
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
一
月
の
、
そ
の
往
路
の
部
分
で
あ
る
。

　

十
二
日
土　

今
日
ラ
バ
に
の
り
て
朝
七
時
頃
に
ラ
ス
ク
ヘ
バ
シ
を
出
た
り　

午
前
八
時
半
頃
ち
ょ
ー
ぢ
ょ
ー
に
つ
け
り　

道
の
り
は
二
哩
半
ば
か
り　

一

時
頃
グ
ア
ル
ド
ィ
ア
ビ
エ
ヂ
ャ
に
つ
き
て
こ
こ
に
て
昼
飯
を
食
し
た
り　

四

時
四
分
の
滊
車
に
て
発
し
ロ
ス
ア
ン
デ
ス
に
六
時
半
に
着
し
こ
こ
に
て
夜
飯

を
食
し
大
そ
ー
見
物
さ
れ
た
り　

七
時
に
こ
こ
を
発
し
た
り　

午
後
十
一
時

に
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
つ
き
た
り　

十
二
時
に
ね
た
り（

（（
（

二
〇
世
紀
初
頭
に
ラ
バ
に
跨
が
っ
た
十
二
歳
の
日
本
人
少
女
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

と
チ
リ
の
境
の
、
標
高
七
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ア
コ
ン
カ
グ
ワ
を
望
む
ア
ン
デ
ス

越
え
を
経
験
し
た
珍
し
い
記
録
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
杉
村
家
の
人
々
を
見
て
き
た
。
英
三
郎
自
身
は
、
長
兄
陽
太
郎
と
同

じ
く
柔
道
部
に
属
し
、
弁
論
部
で
あ
っ
た
（『
校
友
会
雑
誌
（
（（
（』）。
二
年
時
は
東
寮

総
代
で
も
あ
っ
た
（『
向
陵
記
』）。

『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
〇
一
号
（
明
治
四
十
三
年
十
二
月
廿
日
）

 

柔
道
部
々
報　

 

◯
十
月
廿
一
日　

新
學
期
第
一
回
の
小
會
を
催
す
、（
杉
村
は
紅
組
）

 

◯
十
月
廿
八
日　

大
學
少
會
に
招
か
れ
て
、
對
大
學
紅
白
練
習
勝
負
を
行
ふ
、

 

◯
部
員
昇
級
並
編
入　

杉
村
英
三
郎　

右
一
級
ニ
編
入
ス

『
校
友
会
雑
誌
』
第
二
〇
三
号
（
明
治
四
十
四
年
三
月
二
日
）

 

辯
論
部
報　
　
　

 

◯
十
一
月
一
日
（
火
）　

練
習
會
例
場
に
於
て

 　
（
二
）日
韓
合
邦
と
吾
人
の
責
任　

一
、
一
、
一　

杉
村
英
三
郎
君

『
向
陵
記
』
第
四
巻
（
明
治
四
十
五
年
（
（（
（

）

　
　
　
　
　

◎
一
月
廿
二
日　
　

は
れ

＊
＊
＊
と
い
ふ
人
が
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
の
で　

ひ
る
の
時
間
に
中

堅
会（

（（
（

の
相
談
が
あ
る
そ
う
だ
…
…
ひ
る
の
決
議
で
は
中
堅
会
全
員
が
な

ぐ
る　

と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
が　

其
後
東
寮
の
独
法
の
連
中
が
異
議
を

と
な
へ
て　

各
寮
の
総
代
が　

な
ぐ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ

　
　
　
　
　

○
鉄
拳
制
裁

中
堅
会
の
委
員
が
「
オ
イ
杉
村
」「
＊
は
き
て
ゐ
る
か
」
な
ど
と
さ
ゝ

や
く
…
…
「
わ
が
中
堅
会
は
二
部
二
年
三
の
組
＊
＊
＊
に
対
し
て　

制

裁
を
行
ひ
ま
す　

こ
れ
か
ら
宣
告
文
を
朗
読
し
ま
す
」
…
…
「
北
寮
中

堅
会
」
…
…
「
朶
寮
」
…
…
「
西
寮
」
…
…
「
中
寮
」
な
ぜ
あ
ん
な
こ

と
を
し
た
」　

…
…
お
は
り
に
杉
村
君
が
「
東
寮　

も
う
あ
ん
な
こ
と

を
し
て
ハ
い
か
な
い
ぞ
」
と　

ひ
ど
い
こ
と
鉄
拳
を
く
ら
は
せ
る

柔
道
部
と
弁
論
部
に
所
属
し
、
東
寮
総
代
で
あ
っ
た
英
三
郎
は
、
父
濬
、
母
ヨ
シ

及
び
、
男
男
男
・
女
女
女
の
六
人
兄
妹
の
う
ち
、
父
濬
、
長
男
陽
太
郎
、
長
女
ア
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サ
に
通
じ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
弁
論
部
練
習
会
の
「
日
韓
合
邦
と

吾
人
の
責
任
」
と
い
う
演
題
に
は
、
父
濬
が
明
治
二
十
四
年
京
城
公
使
館
書
記
官

兼
領
事
と
し
て
対
朝
鮮
外
交
の
中
心
と
な
り
、
日
清
戦
争
後
の
二
十
八
年
、
三
浦

梧
楼
［1846
―1926

］
公
使
と
と
も
に
閔
妃
事
件（

（（
（

に
参
画
し
た
こ
と
が
響
い
て
い

よ
う
。
一
高
卒
業
後
は
、
大
正
六
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学
科
を
卒
業
、

昭
和
七
年
時
鴻
池
信
託
株
式
会
社
東
京
支
店
長
、
十
一
年
六
月
二
十
六
日
取
締
役

選
任
、
二
十
年
三
月
三
十
一
日
現
在
三
和
信
託
株
式
会
社
常
務
取
締
役
、
二
十
年

五
月
一
日
～
二
十
一
年
三
月
二
十
八
日
三
和
銀
行
取
締
役
の
閲
歴
が
確
か
め
ら

れ
る（

（（
（

。

　

藤
岡
が
英
三
郎
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
彼
が
生
粹
の
江
戸
児
の
、
ス
マ
ー
ト

な
青
年
で
な
く
、「
東
京
の
田
舎
者
見
た
よ
う
な
感
じ
」
で
通
じ
る
も
の
を
感
じ

取
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
杉
村
家
は
父
濬
、
長
兄
陽
太
郎
と
も
外
交
官
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
両
親
と
も
東
北
岩
手
の
出
身
で
あ
っ
た
上
に
、
藤
岡
が
訪
れ
て
い
た
明

治
四
十
三
、
四
年
頃
は
、
父
濬
既
に
亡
く
、
戸
主
陽
太
郎
も
在
外
中
で
あ
り
、
お

お
ら
か
で
闊
達
な
母
ヨ
シ
の
許
、
東
京
帝
大
生
の
欣
次
郎
、
一
高
生
の
英
三
郎
、

四
谷
の
雙
葉
高
女
生
の
ナ
ミ
十
五
歳
を
挟
ん
で
、
ア
サ
十
七
歳
、
タ
カ
十
二
歳
の

女
学
生
三
姉
妹
の
杉
村
家
に
溶
け
込
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
知
的
な
若
人
の
集
う
サ

ロ
ン
の
よ
う
な
活
気
を
呈
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

欣
次
郎
が
数
学
者
、
ナ
ミ
の
夫
雄
次
が
化
学
者
で
あ
る
こ
と
は
既
に
見
た

が
、
欣
次
郎
の
長
男
杉
村
新
［1923-

］
は
地
球
科
学
者
、
ア
サ
の
四
男
福
島
新

吾
［1921･5･2-2013･5･1

］
は
政
治
学
者
、
ナ
ミ
の
長
男
柴
田
南
雄
［1916-

1996

］
は
音
楽
学
者
で
あ
り
、「
以
下
は
冗
談
話
だ
か
、
と
も
か
く
わ
た
く
し
の
親

族
に
は
学
者
、
と
く
に
理
科
系
の
者
が
多
く
、
わ
が
家
の
法
事
な
ど
で
父
方
と
母

方
の
双
方
の
従
兄
弟
達
と
そ
の
次
世
代
の
者
が
大
集
合
し
た
時
な
ど
に
、
こ
の
顔

触
れ
な
ら
私
立
の
理
科
系
の
単
科
大
学
ひ
と
つ
ぐ
ら
い
、
わ
け
な
く
作
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
も
の
だ
。
三
代
に
わ
た
る
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
学
長
、

教
授
、
助
教
授
か
ら
講
師
、
助
手
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
科
を
カ
バ
ー
で
き
る
。

医
者
は
、
一
人
し
か
い
な
い
が
、
言
語
学
や
法
律
の
専
門
家
も
い
る
か
ら
、
一
般

教
養
も
埋
ま
る
。
た
だ
、
肝
心
な
資
本
家
と
経
営
者
に
欠
け
る
か
ら
所
詮
は
空
想

大
学
だ
が
。」
と
南
雄（

（（
（

。

　

藤
岡
が
訪
れ
て
い
た
頃
の
杉
村
家
は
、
南
雄
の
言
う
初
代
に
当
た
り
、
学
問
の

雰
囲
気
が
そ
こ
は
か
と
な
く
、
漂
っ
て
い
て
、
学
問
好
き
の
藤
岡
に
は
心
地
良
い

空
間
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

ま
た
、
杉
村
家
は
、
作
曲
家
・
音
楽
学
者
の
柴
田
南
雄
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、

音
楽
が
身
近
に
あ
る
環
境
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
一
二
歳
、
一
〇
歳
、
七
歳
の

ア
サ
、
ナ
ミ
、
タ
カ
が
父
濬
の
ブ
ラ
ジ
ル
赴
任
に
同
行
し
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

「
首
都
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
は
猛
暑
の
地
だ
が
、
外
国
公
館
の
所
在
地
の
ペ

ト
ロ
ポ
リ
ス
は
高
地
で
気
候
が
よ
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
外
交
官
の
子
供
な
ど
と
フ
ラ

ン
ス
語
を
喋
っ
て
遊
」
び
、
上
の
二
人
は
ピ
ア
ノ
を
習
っ
た
。
ナ
ミ
は
帰
国
後
も
、

東
京
音
楽
学
校
出
身
の
音
楽
教
育
家
、
小
松
耕
輔
［1884-1966

］
か
ら
出
稽
古

を
受
け
、
嫁
入
り
道
具
に
銀
座
の
十
字
屋
で
一
七
〇
〇
円
だ
っ
た
と
い
う
燭
台
の

二
つ
付
い
た
ド
イ
ツ
製SEILER

の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
を
持
参
。
息
子
の

南
雄
に
、
表
題
や
解
説
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
三
カ

国
語
で
書
か
れ
、
裏
表
紙
にA

sa, N
am

i Suguim
ura

と
サ
イ
ン
の
あ
る
ブ
ラ

ジ
ル
で
の
教
則
本
を
使
っ
て
、
四
、
五
歳
ご
ろ
か
ら
ピ
ア
ノ
を
教
え
た
。
最
後
に

み
た
稽
古
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
、
変
口
長
調
の
ヴ
ァ
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
形
式
の
《
ア

ン
プ
ロ
ン
プ
チ
ュ
》（
作
品
一
四
二
の
三
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
妹
の
タ
カ
、
鈴

木
貴
子
（
高
子
）
も
ピ
ア
ノ
の
稽
古
を
か
な
り
長
く
続
け
て
い
て
、
南
雄
の
小
学
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生
時
代
、《
舞
踏
へ
の
勧
誘
》
な
ど
を
柴
田
家
の
ピ
ア
ノ
で
よ
く
聴
か
せ
て
く
れ

た
。
次
兄
欣
次
郎
も
ピ
ア
ノ
を
多
少
は
嗜
み
、
留
学
し
て
い
た
独
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

ン
（
月
沈
原
）
で
は
オ
ぺ
ラ
や
音
楽
会
に
よ
く
通
い
、
若
い
時
代
の
ギ
ー
ゼ
キ
ン

グ
の
こ
と
な
ど
を
よ
く
覚
え
て
い
た
。

　

杉
村
家
は
、
現
在
の
新
宿
区
須
賀
町
に
あ
り
、
ナ
ミ
は
「
そ
の
実
家
か
ら
手
巻

き
の
蓄
音
器
と
自
分
の
好
き
な
レ
コ
ー
ド
を
人
力
車
で
運
ん
で
来
て
は
聴
い
て
い

た
。
そ
の
中
に
、
当
時
の
大
ソ
プ
ラ
ノ
の
ジ
ェ
ラ
ル
デ
ィ
ン
・
フ
ァ
ー
ラ
ー
が

歌
っ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
が
あ
っ
て
、」
南
雄
の
子
供
心
に
も
美
し
い
と
感
じ

さ
せ
た
。
後
に
《
讃
美
歌
四
六
七
番
》（
日
本
基
督
教
壇
出
版
局
、
一
九
五
四
年
）

の
旋
律
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う（

（（
（

。

　

藤
岡
は
度
々
訪
問
し
た
「
四
谷
須
賀
町
に
あ
る
」
杉
村
宅
で
英
三
郎
兄
妹
と
蓄

音
器
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
妹
の
ビ
ア
ノ
伴
奏
で
、
讃
美
歌
や
歌

曲
を
歌
っ
た
で
あ
ろ
う
。
藤
岡
は
歌
を
歌
う
こ
と
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
。

中
學
へ
入
っ
て
か
ら
、
下
宿
宛
に
貰
っ
た
姉
（
長
姉
）
か
ら
の
最
初
の
手
紙

に
、「
あ
ん
た
が
居
な
く
な
っ
て
か
ら
凛
々
し
い
歌
聲
が
聞
え
な
く
な
っ
て

淋
し
い
」
と
書
い
て
あ
っ
た
。
私
は
唱
歌
が
大
好
き
で
、
勉
強
の
余
暇
に
は

好
ん
で
唱
歌
を
歌
っ
て
い
た
。
中
學
へ
入
っ
て
見
る
と
唱
歌
の
時
間
が
な

か
っ
た
の
で
つ
ま
ら
な
か
っ
た
。
習
字
な
ん
か
止
め
て
、
唱
歌
を
置
け
ば
宜

い
の
に
と
思
っ
た
け
れ
ど
致
方
が
な
か
っ
た
。

�

（
六
三　

下
宿
生
活
）

右
は
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
宇
和
島
中
学
に
入
学
し
た
時
の
、
下
は
大
正
二
年
四

月
十
二
日
北
寮
四
番
室
か
ら
退
寮
し
、
一
高
最
後
の
学
期
を
日
独
学
館
で
過
ご
し

た
時
の
思
い
出
で
あ
る
。

　

三
年
生
の
時
、
寄
宿
寮
を
出
て
、
伊
達
侯
爵
家
の
経
營
す
る
旧
宇
和
島
藩

の
寄
宿
舎
明
倫
館
へ
入
り
、
賑
か
な
神
田
の
生
活
を
味
っ
て
は
見
た
も
の

の
、
余
り
騒
々
し
い
の
で
、
其
後
間
も
無
く
落
成
し
た
日
獨
學
館
へ
引
移
っ

た
。
日
獨
學
館
は
、
最
初
三
並
先
生
が
獨
逸
人
教
會
の
牧
師
シ
ュ
レ
ー
デ
ル

さ
ん
と
の
共
同
経
營
で
、
小
石
川
上
富
坂
に
新
築
さ
れ
、
高
校
専
門
學
校
の

生
徒
と
大
學
生
と
を
収
容
す
る
一
種
の
學
寮
で
あ
っ
た
。
長
崎
は
彼
の
弟
と

一
緒
に
、
私
は
恒
藤
が
京
大
へ
入
る
ま
で
一
つ
の
部
屋
に
起
臥
し
た
。
何
等

の
制
限
も
無
い
全
く
自
由
な
寄
宿
舎
で
あ
っ
た
。
毎
朝
シ
ュ
レ
ー
デ
ル
さ
ん

が
、
隣
り
に
あ
る
自
分
の
住
宅
か
ら
學
館
へ
来
て
、
オ
ル
ガ
ン
を
彈
き
乍
ら

讃
美
歌
を
歌
っ
た
が
、
こ
れ
と
て
も
出
席
随
意
で
あ
っ
た
。
私
は
朝
、
歌
を

歌
う
と
好
い
気
持
ち
に
な
る
の
で
大
抵
出
席
し
た
。

�

（
一
一
五　

日
獨
學
館
）。

　

藤
岡
は
、
留
学
先
ド
イ
ツ
か
ら
、
独
英
仏
他ほ
か

古
典
の
学
術
書
と
共
に
、
ピ
ア

ノ
、
蓄
音
機
を
買
っ
て
帰
国
し
た
。
長
男
眞
佐
夫
氏
の
幼
年
時
代
、「
嵐
の
と
き

雨
戸
を
閉
め
て
蓄
音
機
を
廻
し
レ
コ
ー
ド
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と
も
何
回
か
あ
る
。

父
は
特
に
ワ
グ
ナ
ー
が
好
き
だ
っ
た
。」
藤
岡
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
亡
く
な
り
、

遺
品
と
し
て
「「
父
と
子
」
の
原
稿
と
と
も
に
、
粗
末
な
紙
質
の
一
冊
の
便
箋
綴

り
が
残
さ
れ
て
い
た
。
表
紙
に
はCollection of W

orldʼs Classical Songs

世
界
名
歌
集
と
表
題
が
書
か
れ
、
手
書
き
し
た
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
セ
レ
ナ
ー
デ
等

約
一
〇
曲
が
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
日
本
語
で
収
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
記
憶
を

頼
り
に
復
元
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
〇
代
半
ば
で
地
位
、
名
声
を
失
い
、
病
に
倒

れ
財
産
も
な
く
な
り
、
挙
げ
句
の
果
て
短
い
人
生
の
最
後
は
戦
争
に
翻
弄
さ
れ
た
。

戦
災
で
一
切
の
持
物
そ
し
て
自
分
の
人
格
形
成
努
力
の
結
晶
と
も
い
う
べ
き
も
の

を
失
い
、
ひ
た
す
ら
故
郷
宇
和
島
を
想
い
父
母
を
懐
か
し
み
、
時
に
は
世
界
の
名



南寮八番室の友　 176 

歌
を
口
ず
さ
ん
で
人
生
の
最
終
章
を
過
し
た
の
か
と
想
像
す
る
と
と
め
ど
な
く
涙

が
流
れ
た
。」
と
眞
佐
夫
氏
は
記
す
（
父
母
の
思
い
出
と
と
も
に
）。

　

英
三
郎
の
母
ヨ
シ
の
姉
、
長
嶺
忠
司
の
次
女
テ
イ
［1862-1931

］
の
主
人
は
、

明
治
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
重
き
を
な
し
た
一
人
で
、
明
治
二
〇
年
代
に
は

青
山
学
院
の
初
代
院
長
で
も
あ
っ
た
本
多
庸
一
［1848-1912

］
で
あ
っ
た
。
ナ

ミ
は
少
女
時
代
に
本
多
家
の
従
姉
妹
た
ち
の
所
に
遊
び
に
行
っ
た
が
、
伯
父
庸
一

は
旅
行
な
ど
で
い
つ
も
不
在
の
た
め
、
団
欒
の
な
い
寂
し
い
家
庭
で
、
他
人
を
救

う
た
め
に
家
族
は
犠
牲
に
な
っ
て
い
た
、
と
し
ば
し
ば
南
雄
に
語
っ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
は
、
杉
村
家
が
親
し
い
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
楽
し
く
む
つ
ま
じ
く
時
を

過
ご
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

一
高
一
年
生
の
藤
岡
は
学
問
の
雰
囲
気
と
音
楽
が
充
ち
満
ち
て
い
た
杉
村
家
で
、

東
京
帝
大
生
、
一
高
生
、
女
学
生
三
姉
妹
の
集
う
、
和
や
か
な
家
庭
の
中
に
身
を

置
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
藤
岡
は
、
ド
イ
ツ
留
学
中
、
脇
目
も
ふ
ら
ず
ひ
た
す

ら
哲
学
の
勉
強
に
う
ち
こ
ん
だ
。
ド
イ
ツ
製
ピ
ア
ノ
を
買
っ
た
の
も
、
ド
イ
ツ
人

の
ワ
グ
ナ
ー　
［1813-1883

］
が
好
き
だ
っ
た
の
も
、
数
少
な
い
遺
品
と
し
て
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
［1797-1828

］
の
セ
レ
ナ
ー
デ
が
手
書
き
さ
れ
たCollection 

of W
orldʼs Classical Songs

が
残
さ
れ
て
い
た
の
も
、
杉
村
家
で
西
洋
音
楽

に
触
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

三　
「
獨
法
科
の
快
男
子
」
岩
松
三
郎

　

藤
岡
は
「
南
寮
八
番
で
同
室
で
あ
っ
た
」
人
物
を
も
う
一
人
『
父
と
子
』
に
記

し
て
い
る
。「
獨
法
科
の
快
男
子
」
岩
松
三
郎
［1893･12･31-1978･12･1

］
で

あ
る
。
彼
は
長
じ
て
裁
判
官
と
な
っ
た（

（（
（

。

　

東
京
で
最
初
の
冬
休
み
が
来
た
。
私
の
郷
里
へ
は
東
京
か
ら
往
復
一
週
間

以
上
か
か
る
の
で
、
短
い
冬
休
み
を
私
は
第
三
富
士
見
軒
で
過
す
こ
と
に
し

た
。
異
郷
の
空
に
一
人
淋
し
く
残
る
私
を
可
愛
想
と
で
も
思
っ
た
の
か
、
同

室
の
岩
松
三
郎
と
言
う
獨
法
科
の
快
男
子
が
、「
お
正
月
に
は
是
非
遊
び
に

来
給
え
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
遠
慮
無
く
行
っ
た
。
彼
の
宅
は
下

谷
区
車
坂
町
に
あ
っ
た
が
、
美
味
し
い
鴨
雑
煮
を
御
馳
走
し
て
く
れ
た
。

�

（
九
八　

冬
休
み
）

　

岩
松
三
郎
の
生
年
月
日
に
疑
問
を
持
た
れ
る
方
も
い
よ
う
。
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
生
ま
れ
の
経
済
学
者
矢
内
原
忠
雄
［1893･1-1961･12

］
が
恒
藤

や
藤
岡
と
一
高
の
同
期
生
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
彼
は
一
月
生

ま
れ
で
あ
る
。
何
故
同
年
十
二
月
生
ま
れ
の
、
早
生
ま
れ
で
も
な
い
岩
松
が
藤
岡

と
同
期
生
で
あ
り
え
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
岩
松
自
身
の
言
葉
が
あ
る（

（（
（

。

近
代
も
明
治
の
頃
は
、
教
育
制
度
も
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
緩
や
か
な
所
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。

　

高
等
学
校
に
入
学
し
た
と
き
は
、
満
一
八
歳
の
よ
う
な
顔
を
し
て
い
た
け

れ
ど
も
ほ
ん
と
う
は
一
七
で
し
た
。
一
二
月
生
ま
れ
な
ん
だ
か
ら
、
翌
年
で

な
け
れ
ば
小
学
校
に
入
れ
な
い
と
こ
ろ
を
、
入
学
し
た
わ
け
な
ん
だ
。
高
等

学
校
へ
入
る
と
き
も
、
ま
だ
子
供
で
い
く
じ
も
な
か
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
だ

か
ら
、
本
当
は
工
科
に
入
り
た
か
っ
た
の
だ
が
、
た
ち
ま
ち
意
志
を
ひ
る
が

え
し
ち
ゃ
っ
て
、
親
仁
の
い
う
と
お
り
に
独
法
科
を
受
け
た
わ
け
で
す
。
そ

う
し
た
ら
入
っ
た
。
当
時
の
第
一
高
等
学
校
は
英
法
科
、
独
法
科
、
仏
法
科
、

文
科
、
工
科
、
理
科
、
医
科
、
農
科
と
分
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
正
式

の
呼
び
方
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。
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「
異
郷
の
空
に
一
人
淋
し
く
残
る
」
藤
岡
を
「「
お
正
月
に
は
是
非
遊
び
に
来

給
え
」
と
言
っ
て
」「
美
味
し
い
鴨
雑
煮
を
御
馳
走
し
て
く
れ
た
」
下
谷
区
車
坂

町
（
現
東
京
都
台
東
区
上
野
七
丁
目
、
東
上
野
三
丁
目
あ
た
り
）
の
岩
松
三
郎
は

ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
藤
岡
が
彼
に
つ
い
て
記
す
の
は
、「
九
八　

冬
休
み
」
の
み
で
あ
り
、
管
見
で
は
『
校
友
会
雑
誌
』『
向
陵
記
』
に
も
そ
の
名

は
見
え
な
い（

（（
（

。
後
年
の
岩
松
自
身
と
、
彼
を
知
る
人
々
の
言
葉
に
拠
ろ
う
。

　

代
表
的
な
民
法
学
者
我
妻
栄
氏
［1897-1973

］
は
、
岩
松
の
六
十
歳
を
記

念
し
て
後
進
や
同
学
の
士
が
企
画
、
寄
稿
し
た
論
文
集
『
岩
松
裁
判
官
還
暦
記
念　

 

訴
訟
と
裁
判
』
の
「
序
」
に
お
い
て
、
大
学
教
授
で
は
な
く
、
そ
の
生
活
の
大
半

を
裁
判
の
実
務
に
捧
げ
た
現
職
の
裁
判
官
へ
の
論
文
集
の
献
呈
は
稀
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
自
体
、
岩
松
の
学
識
の
深
さ
と
人
柄
の
床
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
し
た

上
で
、
記
す（

（（
（

。

「
事
件
を
と
り
扱
い
な
が
ら
疑
問
に
逢
着
し
、
ド
イ
ツ
に
参
考
書
を
注
文
し
て
、

そ
の
到
着
す
る
ま
で
判
決
を
延
ば
し
た
と
い
う
逸
話
が
傅
え
ら
れ
て
い
る
。
眞
僞

の
ほ
ど
は
保
障
し
な
い
が
、
岩
松
さ
ん
ら
し
い
話
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
の

逸
話
は
、
單
に
岩
松
さ
ん
の
學
究
的
良
心
を
示
す
だ
け
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

「
裁
く
こ
と
」
に
對
す
る
謙
虚
な
お
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
時
代
に

は
、
判
決
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
か
か
り
、
禪
寺
に
駈
け
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
と
か
。」

「
岩
松
さ
ん
は
、
體
軀
堂
々
の
美
丈
夫
。
江
戸
っ
子
の
ベ
ラ
ン
メ
ー
口
調
で
ユ
ー

モ
ア
に
富
み
、
ま
こ
と
に
豪
傑
肌
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
に
は
淚

が
あ
る
。
私
が
胸
を
打
た
れ
た
一
つ
の
話
…
…
、
若
い
時
か
ら
甘
黨
で
あ
つ
た
岩

松
さ
ん
は
、「
葬
式
マ
ン
ヂ
ュ
ウ
」
を
貰
う
の
が
嬉
し
か
つ
た
。
と
こ
ろ
が
兄
弟

が
多
い
の
で
、
い
つ
も
何
分
の
一
か
し
か
口
に
入
ら
な
い
。
心
ゆ
く
ば
か
り
「
葬

式
マ
ン
ヂ
ュ
ウ
」
を
食
べ
て
み
た
い
と
心
ひ
そ
か
に
あ
こ
が
れ
を
も
つ
よ
う
に
な

つ
た
。
そ
こ
で
、
司
法
官
試
補
に
な
つ
て
最
初
に
月
給
を
貰
つ
た
と
き
に
、
上
野

の
「
岡
埜
」
に
か
け
つ
け
て
、
店
頭
に
あ
り
つ
た
け
の
「
葬
式
マ
ン
ヂ
ュ
ウ
」
を

買
い
求
め
た
。
年
來
の
宿
望
を
か
な
え
て
、
ま
る
の
ま
ま
の
マ
ン
ヂ
ュ
ウ
を
兩
手

に
も
つ
て
食
べ
て
み
た
が
…
…
「
そ
う
な
る
と
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
よ
、
十

八
ば
か
り
で
參
つ
て
し
ま
つ
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
話
。」「
そ
の
ほ
か
、
面
白
い

話
を
い
ろ
い
ろ
聞
い
た
。
こ
う
し
た
話
の
中
に
も
、
よ
く
味
つ
て
み
る
と
、
ど
こ

か
に
人
世
に
對
す
る
深
い
洞
察
と
温
か
い
同
情
が
含
ま
れ
て
い
る
。」

　
「
判
決
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
は
、
岩
松
自
身
、
著
書
『
あ
る
裁
判
官
の
歩
み
』
の
中

で
、
僕
は
池
田
寅
二
郎
さ
ん
［1879-1939

］
に
は
や
っ
か
い
に
な
っ
た
。
一
番

ひ
ど
い
神
経
衰
弱
に
な
っ
た
の
は
、
東
京
控
訴
院
部
長
の
と
き
で
し
た
。
大
審
院

部
長
の
池
田
さ
ん
の
所
へ
行
っ
た
僕
を
中
村
天
風
さ
ん
［1876-1968

］
の
と
こ

ろ
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
た
、
あ
り
が
た
い
人
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
最
初
の

裁
判
嫌
悪
症
は
後
掲
す
る
。
本
書
は
、
日
本
評
論
社
が
企
画
、
岩
松
が
司
法
研
修

所
長
鈴
木
忠
一
、
最
高
裁
判
所
経
理
局
長
岩
野
徹
ら
、
門
下
の
ベ
テ
ラ
ン
裁
判
官

四
人
を
聞
き
手
と
し
て
、
司
法
制
度
・
民
事
訴
訟
法
・
裁
判
実
務
等
に
関
し
て
の

考
え
や
経
験
を
、
天
衣
無
縫
縦
横
無
尽
に
語
っ
た
座
談
で
、
前
著
の
十
一
年
後
に

刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
「
ま
え
が
き
」
に
、
岩
松
の
兄
事
し
た
最
高
裁
判
事
真
野
毅

氏
［1888-1986

］
は
記
す（

（（
（

。

　
「
裁
判
官
席
の
岩
松
君
を
弁
護
士
席
の
私
が
眺
め
た
当
時
の
印
象
は
、
色
の
黒

い
（
後
で
魚
釣
の
せ
い
だ
と
知
っ
た
が
）
お
っ
と
り
と
太
っ
た
風
貌
で
悠
揚
迫
ら

ず
割
合
テ
キ
バ
キ
と
審
い
て
い
た
姿
で
あ
る
。
結
審
し
て
も
判
決
は
遅
い
と
い
う

風
評
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
慎
重
す
ぎ
る
ほ
ど
慎
重
で
あ
る
か
ら
だ
と
後
で
知
っ

た
。」「
長
い
交
り
か
ら
岩
松
君
を
一
言
で
評
す
れ
ば
、
表
裏
の
な
い
純
良
そ
の
も

の
と
い
っ
た
性
格
で
あ
る
。
大
き
な
赤
ん
坊
（
色
こ
そ
黒
い
が
）
と
い
っ
た
感
じ



南寮八番室の友　 178 

で
す
。
私
は
中
身
は
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
担
当
の
判
事
に
い
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
で
し
ょ
う
。
私
は
い
わ
な
い
で
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
認
定
は
、
そ
う
い
う

特
約
は
な
い
ん
だ
と
い
っ
て
請
求
棄
却
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
そ
の
と
き
に
、
あ
あ
、
裁
判
所
と
い
う
の
は
証
人
調
べ
は
し
て
も
、

普
通
あ
り
え
な
い
こ
と
は
な
か
な
か
信
用
し
な
い
。
だ
か
ら
、
裁
判
す
る
に
も
よ

ほ
ど
注
意
し
な
い
と
、
誤
判
と
い
う
も
の
は
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
し
み
じ
み

感
じ
て
、
自
分
が
裁
判
を
や
っ
て
も
、
や
は
り
間
違
い
が
あ
る
だ
ろ
う
、
こ
う
い

う
ふ
う
に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
だ
ん
だ
ん
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
く
る
ん

だ
。
事
実
認
定
が
わ
か
ら
ぬ
。
自
由
心
証
だ
け
れ
ど
も
、
や
れ
ば
や
れ
る
け
れ
ど

も
、
裁
判
と
い
う
も
の
は
間
違
う
こ
と
が
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
す

と
、
何
か
い
や
に
な
り
ま
し
て
、
裁
判
官
を
や
め
な
き
ゃ
と
思
っ
て
い
や
に
な
っ

た
。
判
事
に
な
っ
て
五
年
目
く
ら
い
で
し
た
。
よ
そ
う
と
思
っ
た
。

　

そ
れ
で
、
兄
貴
の
よ
う
に
し
て
い
た
お
医
者
さ
ん
が
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
人

は
、
上
海
で
野
村
吉
三
郎
さ
ん
が
爆
弾
で
け
が
を
し
た
と
き
に
、
戦
地
に
大
勢
軍

医
が
い
た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
そ
の
人
が
手
術
に
行
く
く
ら
い
外
科
医
と

し
て
も
陸
軍
部
内
で
も
偉
い
人
で
す
が
、
そ
の
人
と
私
、
兄
弟
の
よ
う
に
懇
意
に

し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
相
談
に
行
っ
た
の
で
す
。「
裁
判
す
る
の
が
恐
ろ
し

く
な
っ
た
。
私
は
裁
判
官
に
適
当
で
な
い
と
思
う
か
ら
、
止
め
よ
う
と
思
う
。」

と
い
っ
た
ん
で
す
。」

　

先
の
論
文
集
「
序
」
を
我
妻
氏
は
、
多
年
の
蘊
蓄
を
何
等
か
の
形
に
著
述
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
し
た
い
。
一
日
も
早
く
岩
松
さ
ん
の
論
著
の
現
わ
れ
る
こ
と
を
学

界
の
た
め
に
希
望
し
な
が
ら
筆
を
お
く
。
と
結
ん
だ
が
、
年
来
の
注
解
強
制
執
行

法
の
刊
行
を
、
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社
が
企
画
、
編
集
委
員
が
学
会
及
び
実

務
家
に
依
頼
、
前
著
か
ら
七
年
後
に
、『
岩
松
三
郎
先
生
喜
寿
記
念　

注
解
強
制
執
行

が
す
る
。
そ
れ
で
い
て
民
訴
が
好
き
で
好
き
で
た
ま
ら
ぬ
と
い
う
本
質
が
あ
っ

た
。」「
私
が
最
高
裁
に
入
っ
て
か
ら
常
々
感
じ
た
こ
と
は
、
裁
判
官
プ
ロ
パ
ー
出

身
の
人
々
を
含
め
て
、
法
律
実
務
と
学
理
的
基
礎
を
し
っ
か
り
と
兼
ね
備
え
て
い

る
人
物
が
案
外
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
両
者
が
一
つ
の
人
格

の
中
に
均
斉
を
と
っ
て
化
体
し
て
い
な
け
れ
ば
優
れ
た
裁
判
官
と
は
い
え
な
い
と

思
う
。
岩
松
君
は
そ
の
稀
少
な
貴
重
な
存
在
と
し
て
、
私
は
常
に
尊
敬
を
払
っ
て

い
た
。」

　

最
初
の
エ
ン
ト
シ
ャ
イ
ド
ン
ク
ス
・
ア
プ
シ
ョ
イ
（Entscheidungs abscheu

）、

裁
判
嫌
悪
症
に
な
っ
た
時
、
岩
松
は
七
歳
年
長
の
医
者
、
高
木
小
三
郎（

（（
（

の
許
に
相

談
に
行
っ
た
。
堂
々
た
る
座
談
の
雄
で
あ
る
岩
松
の
肉
声
で
あ
り
、
自
分
の
心
理

を
生
き
生
き
と
描
写
、
こ
う
い
う
人
物
で
あ
れ
ば
、「
異
郷
の
空
に
一
人
淋
し
く

残
る
」
藤
岡
が
気
に
か
か
る
だ
ろ
う
と
、
そ
の
人
間
性
も
推
察
さ
れ
る
の
で
、
事

の
経
緯
を
、「
裁
判
の
壁
ー
ー
ー
山
路
愛
山
事
件
の
こ
と
」
に
聞
こ
う
。
愛
山

［1864-1917

］
が
死
去
し
た
の
は
大
正
六
年
で
あ
る
。

　
「
私
の
親
し
い
友
人
で
判
事
だ
っ
た
人
で
す
が
、
そ
の
人
の
部
に
私
が
知
っ
て

い
る
民
事
事
件
が
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
有
名
な
新
聞
記
者
で
山
路
愛

山
、
そ
れ
が
田
舎
の
百
姓
に
金
を
貸
し
て
、
い
つ
で
も
金
を
返
し
た
と
き
は
返
し

て
や
る
と
い
う
約
束
で
土
地
を
担
保
に
取
っ
た
、
契
約
書
の
面
は
い
わ
ゆ
る
譲
渡

担
保
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
金
さ
え
返
せ
ば
土
地
は
返
す
と

い
う
約
束
だ
っ
た
。
私
は
そ
れ
を
た
ま
た
ま
そ
の
百
姓
の
家
を
借
り
て
避
暑
し
て

い
た
の
で
知
っ
て
い
た
ん
で
す
。
山
路
愛
山
が
死
ん
じ
ゃ
っ
て
か
ら
、
そ
の
相
続

人
に
対
し
て
、
百
姓
の
方
か
ら
金
を
返
す
か
ら
土
地
を
戻
せ
と
い
う
訴
が
起
こ
さ

れ
た
が
、
愛
山
の
相
続
人
の
方
は
い
や
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
こ
の
証
文
の
通
り

だ
と
い
っ
て
買
い
戻
し
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
事
件
が
そ
の
部
に
か
か
っ
た
の
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法
（
（（
（

』
岩
野
ほ
か
編
第
一
巻
が
生
ま
れ
た
（S49･8

）。
該
書
は
、
鈴
木
ほ
か
編
第

二
、
三
、
四
、
五
巻
と
続
く
他
に
類
を
み
な
い
大
部
な
注
釈
書
で
、
岩
松
か
ら
受

け
た
学
恩
に
対
す
る
記
念
と
し
て
、
年
内
に
は
最
後
の
第
五
巻
を
と
、
鋭
意
努
力

中
の
十
二
月
一
日
に
岩
松
は
永
眠
、
二
ヶ
月
後
に
完
結
を
み
た
（S54･2

）。

　

年
長
者
に
愛
さ
れ
、
後
進
に
慕
わ
れ
、
深
い
学
識
と
「
裁
く
こ
と
」
に
対
す
る

謙
虚
な
お
そ
れ
を
持
ち
続
け
た
岩
松
。「
葬
式
マ
ン
ヂ
ュ
ウ
」
の
話
に
は
「
獨
法

科
の
快
男
子
」
岩
松
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。「
異
郷
の
空
に
一
人
淋
し

く
残
る
」
筈
で
あ
っ
た
、
姉
三
人
、
田
舎
育
ち
の
藤
岡
は
、
下
谷
区
車
坂
町
の

岩
松
家
で
、
大
勢
の
兄
弟
に
囲
ま
れ
、「
美
味
し
い
鴨
雑
煮
を
御
馳
走
」
に
な
り
、

楽
し
く
幸
せ
な
下
町
の
正
月
を
味
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四　
　
全
寮
制
寄
宿
寮
と
人
格
形
成

　

井
川
も
長
崎
も
一
年
時
の
寮
仲
間
と
の
写
真
を
残
し
て
い
る
。
井
川
は
卒
業
前

の
大
正
二
年
五
月
十
四
日
に
南
寮
十
番
の
仲
間
と
（『
向
陵
記
』
口
絵
写
真
６
）、

長
崎
は
一
年
生
の
明
治
四
十
四
年
一
月
九
日
に
西
寮
九
番
の
仲
間
と
（
関
口
安
義

『
評
伝
長
崎
太
郎
（
（（
（

』
口
絵
写
真
）。
地
方
の
中
学
か
ら
日
本
の
首
都
東
京
に
来
て
、

天
下
の
俊
才
の
集
ま
る
一
高
で
、
一
年
間
寝
食
を
共
に
し
た
仲
間
は
、
多
士
済
々

た
る
一
高
時
代
の
交
友
は
、「
長
い
年
月
を
経
た
今
日
で
も
」「
心
に
甦
る
」
も
の

で
あ
っ
た
。
藤
岡
の
『
父
と
子
』
は
し
が
き
に
は
、「
数
十
葉
の
寫
眞
と
が
、
戦

災
の
た
め
全
部
消
失
し
た
」
と
あ
る
。
そ
の
中
に
は
南
寮
八
番
の
仲
間
と
の
写
真

も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
一
室
に
各
科
各
組
の
者
が
寄
り
集
ま
っ
て
ゐ
た
」「
一
年
生
の
時
」
藤
岡
に
は
、

杉
村
や
岩
松
の
よ
う
な
友
人
が
い
た
。
確
か
に
「
色
々
な
特
長
も
見
ら
れ
た
の
で

面
白
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
実
感
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
芥
川
や
井
川
と
は

違
っ
た
味
わ
い
の
人
物
で
あ
り
、
藤
岡
の
人
と
な
り
も
照
射
さ
れ
る
。

　

藤
岡
蔵
六
の
回
想
録
『
父
と
子
』
の
原
点
に
、
一
高
に
お
け
る
三
年
間
の
思
索

と
体
験
が
あ
っ
た
。
芥
川
龍
之
介
や
井
川
恭
ら
と
の
交
友
に
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
大
き
か
っ
た
。
加
う
る
に
本
稿
で
は
、
一
年
時
の
、
専
攻
の
異
な
る
杉
村
英
三

郎
や
岩
松
三
郎
と
の
交
友
を
考
察
し
た
。
質
実
剛
健
で
、
強
い
責
任
感
と
心
配
り

の
深
い
杉
村
、
人
世
に
対
す
る
深
い
洞
察
と
温
か
い
同
情
を
身
に
つ
け
、
表
裏
の

な
い
純
良
そ
の
も
の
と
い
っ
た
性
格
の
岩
松
、
彼
ら
と
の
交
友
が
藤
岡
の
人
格
形

成
に
大
き
く
寄
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
杉
村
や
岩
松
の
人
物
像
か
ら
窺
え
る
。

そ
の
交
友
に
「
人
づ
き
合
い
の
ま
ず
さ
」・「
他
者
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
性
向
」
は

見
出
せ
な
い
。

　

藤
岡
は
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
へ
入
学
し
て
フ
ッ
セ
ル
［1859-

1938

］
教
授
の
指
導
を
受
け
た
時
、「
同
教
授
は
私
に
向
い
、「
貴
君
は
、
笑
う
哲

学
者Lachender Philosoph

だ
」
と
言
わ
れ
た
。
真
に
思
い
半
に
過
ぐ
る
者
が

あ
っ
た
。」（
七
〇　

快
活
）
と
記
す（

（（
（

。
学
問
に
対
す
る
自
信
が
大
き
か
っ
た
故
で

あ
ろ
う
が
、
外
交
官
二
代
の
杉
村
家
で
の
経
験
も
、
伸
び
伸
び
と
留
学
生
活
を
送

る
一
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
人
づ
き
合
い
の
ま
ず
さ
」・「
他

者
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
性
向
」
と
い
っ
た
評
に
は
、
別
の
問
題
が
想
定
さ
れ
る
。
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注

（
１
）	

井
川
は
大
正
五
年
十
一
月
二
十
一
日
、
恒
藤
規
隆
長
女
ま
さ
（
雅
）
と
結

婚
、
恒
藤
姓
と
な
る
。

（
２
）	

当
時
、
一
高
の
学
部
は
、
第
一
部
甲
類
（
英
語
法
科
・
政
治
科
・
経
済

科
）、
乙
類
（
英
語
文
科
）、
丙
類
（
独
語
法
科
・
独
語
文
科
）、
丁
類

（
仏
語
法
科
・
仏
語
文
科
）、
第
二
部
甲
類
（
工
科
）、
乙
類
（
理
科
・
農

科
・
薬
学
科
）、
第
三
部
英
（
医
科
）、
第
三
部
独
（
医
科
）
と
分
れ
て
い

た
。

（
３
）	

関
口
安
義
『
悲
運
の
哲
学
者　

評
伝
藤
岡
蔵
六
』
イ
ー
・
デ
ィ
・
ア
イ　

2004.7

。
同
「
一
高
の
三
羽
烏
」『
資
料
と
研
究
』
第
14
輯
（
山
梨
県
立

文
学
館
）
二
〇
〇
九
年
三
月
、『
芥
川
龍
之
介
新
論
』
翰
林
書
房2012･5

。

拙
稿
「
哲
学
者
藤
岡
蔵
六
と
芥
川
龍
之
介
」『
文
学
史
研
究
』
54
号
（
大

阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
会
二
〇
一
四
年
三
月
）。

（
４
）	

藤
岡
眞
佐
夫
『
父
母
の
思
い
出
と
と
も
に
』
私
家
版
一
九
九
八
年
十
一
月

（
５
）	

そ
の
後
の
藤
岡
は
、
大
正
五
年
哲
学
科
を
首
席
で
卒
業
、
六
年
四
月
か
ら

十
年
三
月
ま
で
四
年
間
、
哲
学
科
研
究
室
副
手
、
十
年
七
月
多
く
の
先
輩

よ
り
先
に
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
留
学
、
同
年
九
月
コ
ー
エ
ン
『
純

粹
認
識
の
論
理
學
』
訳
述
を
岩
波
書
店
か
ら
出
版
。
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ　

ブ
ル
グ
大
学
へ
二
年
間
在
学
し
フ
ッ
セ
ル
教
授
の
下
に
哲
学
を
研
究
、
十

三
年
一
月
帰
国
し
、
同
年
九
月
旧
制
甲
南
高
校
に
赴
任
。

（
６
）	

注
（
３
）
の
拙
稿
「
哲
学
者
藤
岡
蔵
六
と
芥
川
龍
之
介
」

（
７
）	

前
稿
「
藤
岡
蔵
六
『
父
と
子
』
と
恒
藤
恭
、
芥
川
龍
之
介
―
第
一
高
等
学

校
時
代
の
旅
と
読
書
―
」『
文
学
史
研
究
』
55
号
（
大
阪
市
立
大
学
国
語

国
文
学
会　

二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
８
）　
『
帝
国
大
学
出
身
人
名
辞
典
』（『
帝
国
大
学
出
身
名
鑑
』（
校
友
調
査
会　

昭
和
７
年
）
復
刻
）
第
２
巻　

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
，2003.3

。
英
三
郎

の
没
年
は
、
妹
ア
サ
、
タ
カ
の
そ
れ
と
共
に
、
陽
太
郎
の
外
孫
太
田
進
氏

男
の
杉
村
修
氏
よ
り
平
成
11
年
７
月
14
日
に
盛
岡
市
先
人
記
念
館
に
寄
贈

さ
れ
た
杉
村
家
系
図
に
拠
る
。　

（
９
）　

柴
田
南
雄
『
わ
が
音
楽
わ
が
人
生
』「
第
２
章　

母
方
の
祖
先
か
ら
母
ま

で
」
岩
波
書
店1995.9　

（
10
）	

ル
ノ
ア
ー
ル
の
絵
に
『
範
籠
を
持
つ
少
女
』
が
あ
る
。

（
11
）	

『
国
史
大
辞
典
』
第
八
巻　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
六
十
二
年
十
月
、
注

（
９
）
の
柴
田
著
。

（
12
）	

『
帝
国
大
学
出
身
人
名
辞
典
』
第
２
巻
、

（
13
）	

猪
俣
道
也
「
朝
鮮
半
島
の
地
質
研
究
余
談
・
・
・
事
実
は
小
説
よ
り
も

奇
な
り
（
フ
ラ
ン
ス
の
柔
道
）」（『
農
大
学
報
』
112
（
第
45
巻
第
１
号

（2001

（
平
成13

年
）7

月
東
京
農
業
大
学
教
育
後
援
会
）
中
の
次
兄
欣

次
郎
長
男
杉
村
新
（
陽
太
郎
の
甥
）
の
文
章
。

（
14
）	

『
帝
国
大
学
出
身
人
名
辞
典
』
第
２
巻
、
矢
野
健
太
郎
「
杉
村
欣
次
郎
先

生
を
偲
ぶ
」『
数
学
セ
ミ
ナ
ー
』
21
（
２
）
日
本
評
論
社
１
９
８
２
・
２
。

（
15
）	

ナ
ミ
の
没
年
は
、
夫
雄
次
の
生
年
と
併
せ
て
、
平
成
26
年
８
月
１
日
に

英
三
郎
妹
ア
サ
の
嫁
い
だ
福
島
家
の
と
き
子
氏
（
故
福
島
新
吾
氏
妻
）

よ
り
同
館
に
寄
贈
の
福
島
新
吾
氏
調
査
資
料
中
の
次
の
資
料
に
拠
る
。

A
-5012-29

「
故
柴
田
雄
次
・
南
美
の
こ
ぼ
れ
話
ぬ
き
が
き
」（97.4.2

追
悼
会
）
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（
16
）	

注
（
９
）
の
柴
田
著
、
ア
サ
、
タ
カ
の
生
年
も
、
注
（
８
）
の
杉
村
家
系

図
に
拠
る
。

（
17
）	
注
（
９
）
の
柴
田
著
、
菊
池
孝
育
「
岩
手
か
ら
の
カ
ナ
ダ
移
住
物
語
」
11 

12
『
盛
岡
タ
イ
ム
ス
』　2012.7.12

、7.19

（
18
）	

注
（
９
）
の
柴
田
著
、「
杉
村
濬
の
史
実
発
掘
―
―
足
跡
追
っ
た
Ｆ
Ｄ
Ｐ

＝
（
上
）（
中
）（
下
）
＝
日
本
移
民
導
入
に
尽
力
＝
笠
戸
丸
を
見
ず
に
他

界
」『
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
』（
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で

発
行
さ
れ
て
い
る
移
住
者
や
日
系
人
、
駐
在
員
向
け
の
日
本
語
新
聞
。
週

５
回
発
行
）
２
０
０
７
年
11
月
15
日
、
17
日
、
20
日

（
19
）	

注
（
17
）
の
「
岩
手
か
ら
の
カ
ナ
ダ
移
住
物
語
」
11 

22

（
20
）	

鈴
木
貞
次
郎
「
伯ブ
ラ

國ジ
ル

日
本
移
民
の
草
分
」［
復
刻
版
］
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー1999.6　
（
日
系
移
民
資
料
集
第
２
期
南
米
編
３ 

昭
和
戦
前
期
編

２
第
24
巻
）

（
21
）	

注
（
20
）
に
同
じ
。

（
22
）	

注
（
18
）
の
「
杉
村
濬
の
史
実
発
掘
―
―
足
跡
追
っ
た
Ｆ
Ｄ
Ｐ
＝
（
上
）

（
中
）
＝
日
本
移
民
導
入
に
尽
力
＝
笠
戸
丸
を
見
ず
に
他
界
」。
な
お
、
杉

村
濬
は
、『
物
故
先
驅
者
列
傳
：
日
系
コ
ロ
ニ
ア
の
礎
石
と
し
て
忘
れ
得

ぬ
人
び
と
』（
日
本
移
民
五
十
年
祭
委
員
会
編1958.8

日
本
移
民
五
十
年

祭
委
員
会
サ
ン
パ
ウ
ロ
）
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
人

文
科
学
研
究
所
Ｈ
Ｐ
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
芥
川
の
府
立
三
中
時
代

の
親
友
で
、
妻
文
の
叔
父
で
あ
る
山
本
喜
誉
司
の
『
山
本
喜
誉
司
評
伝
』

（
山
本
喜
誉
司
評
伝
編
集
委
員
会
編1981.3

）
が
同
所
か
ら
出
版
さ
れ
て

い
る
の
も
奇
し
き
因
縁
で
あ
る
。

（
23
）	

注
（
９
）
に
同
じ
。

（
24
）	

『
わ
が
音
楽
わ
が
人
生
』「
第
３
章　

父
の
こ
と
」。
芥
川
に
も
「
学
問
」

（『
追
憶
』）
が
あ
る
、

（
25
）	

南
雄
は
続
け
て
記
す
。
こ
の
大
田
南
岳
の
塾
の
新
年
の
か
る
た
大
会
が
一

風
変
わ
っ
て
い
て
、「
そ
の
か
る
た
が
普
通
の
百
人
一
首
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
。
唐
詩
選
か
る
た
と
い
う
の
を
こ
し
ら
え
て
、
唐
詩
選
の
五
言
絶
句
の

上
二
句
を
読
ん
で
、
下
二
句
の
札
を
取
ら
せ
る
ん
で
す
」。「
た
だ
棒
暗
記

で
「
主
人
不あ
い
し
ら
ず

相
識
」
と
読
み
出
す
と
、
い
ち
早
く
「
莫
謾
愁
沽
酒　

嚢
中

自
有
銭
」
の
札
を
取
る
と
い
う
次
第
」。
三
重
県
桑
名
市
で
は
、
今
も
残

る
「
詩
か
る
た
」
を
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
し
て
、
毎
年
の
正
月

の
行
事
と
し
て
か
る
た
会
を
催
し
て
い
る
。
市
教
育
委
員
会
発
行
の
説
明

書
に
は
、
七
四
種
の
読
み
札
と
取
り
札
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最

初
の
一
枚
が
、
父
が
例
に
挙
げ
た
「
主
人
不
相
識
」
な
の
で
あ
る
。
他
の

有
名
な
詩
、
た
と
え
ば
孟
浩
然
の
「
春
眠
不
覚
暁
」
や
、
李
白
の
「
白
髪

三
千
丈
」
を
さ
し
お
い
て
、
賀
知
章
の
「
主
人
不
相
識
」
を
挙
げ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
明
治
時
代
の
「
詩
か
る
た
」
で
、
こ
の
詩
が
先
頭
に
置
か
れ
て

い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
父
は
日
本
の
民
謡
に
は
ま
っ
た
く

興
味
が
な
か
っ
た
と
思
う
が
、「
忍お
し

路よ
ろ

高
島
、
及
び
も
な
い
が
、
せ
め
て

歌う
た

棄す
つ

、
磯い
そ

谷や

ま
で
」
と
い
っ
た
文
句
は
、
知
っ
て
い
た
と
も
記
す
。

（
26
）	

注
（
13
）
に
同
じ
。

（
27
）	

注
（
９
）
に
同
じ
。

（
28
）	
注
（
14
）
の
矢
野
健
太
郎
「
杉
村
欣
次
郎
先
生
を
偲
ぶ
」。
矢
野
氏
は
、

下
記
の
冒
頭
の
思
い
出
「
…
…
ア
ン
リ
・
ポ
ア
ン
カ
レ
研
究
所
へ
通
っ

て
微
分
幾
何
学
を
研
究
す
る
と
い
う
生
活
を
始
め
て
い
た
。」
に
続
け
て
、

「
し
か
し
昭
和
12
年
７
月
に
は
、
宣
戦
布
告
な
し
で
日
本
の
中
国
侵
略
戦
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争
が
始
ま
り
、
パ
リ
で
は
、
中
国
側
の
巧
み
な
宣
伝
活
動
も
あ
っ
て
、
日

本
の
評
判
は
悪
く
な
る
一
方
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
政
府
は
、
当
時
一

流
の
外
交
官
と
認
め
ら
れ
て
い
た
杉
村
陽
太
郎
イ
タ
リ
ア
大
使
を
フ
ラ
ン

ス
大
使
に
任
命
し
た
。」
と
記
す
。

（
29
）	

『
国
史
大
辞
典
』
第
八
巻　

吉
川
弘
文
館　

昭
和
六
十
二
年
十
月

（
30
）	

注
（
９
）
に
同
じ
。

（
31
）	

注
（
14
）
の
『
帝
国
大
学
出
身
人
名
辞
典
』。　

（
32
）	

注
（
20
）
に
同
じ
。

（
33
）	

注
（
９
）
に
同
じ
。
ア
サ
の
四
男
政
治
学
者
福
島
新
吾
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

赴
い
て
濬
に
つ
い
て
調
査
、
盛
岡
で
は
杉
村
家
先
祖
の
事
跡
を
訪
ね
て
い

る
。
従
兄
で
あ
る
著
者
柴
田
は
、「
第
２
章　

母
方
の
祖
先
か
ら
母
ま
で
」

は
彼
の
資
料
の
お
蔭
に
よ
る
所
が
大
き
い
と
記
す
。
な
お
、
明
治
時
代
中

期
頃
ま
で
は
、「
き
し
ゃ
」
の
表
記
は
「
汽
車
」
よ
り
も
「
滊
車
」
が
一

般
的
で
あ
っ
た
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』
語
誌
）。

（
34
）	

明
治
二
十
三
年
（1890

）
十
月
に
組
織
さ
れ
た
第
一
高
等
学
校
校
友
会
の

機
関
誌
。
明
治
二
十
年
代
か
ら
戦
中
ま
で
発
行
さ
れ
、
一
高
生
の
青
春
の

記
録
と
な
っ
て
い
る
。

（
35
）	

井
川
恭
（
の
ち
の
恒
藤
恭
）
の
日
記
。
一
高
入
学
入
寮
の
「
第
一
巻
」

（
明
治
四
十
三
年
九
月
十
一
日
～
十
一
月
廿
九
日
）
か
ら
卒
業
、
京
大
進

学
の
「
第
八
巻
」（
大
正
二
年
四
月
十
二
日
～
十
月
二
日
）
ま
で
。
原
本

は
大
阪
市
立
大
学
恒
藤
記
念
室
に
寄
託
、
保
管
さ
れ
て
お
り
、『
向
陵
記

─
恒
藤
恭
一
高
時
代
の
日
記
─
』（
大
阪
市
立
大
学
大
学
史
資
料
室
編　

二
〇
〇
三
年
三
月
）
と
し
て
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
引
用
は
原
本
に
拠
る
が
、

原
本
に
あ
る
実
名
は
、
登
場
人
物
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
っ
て
配
慮

す
べ
き
と
判
断
し
、「
＊
＊
＊
」
の
よ
う
に
記
載
し
た
と
い
う
翻
刻
方
針

に
従
っ
た
。

（
36
）	

明
治
三
十
一
年
五
月
に
発
足
し
た
団
体
。
最
初
は
二
年
生
が
中
心
と
な
っ

て
発
足
し
た
こ
と
に
そ
の
名
が
由
来
し
、
も
と
も
と
非
公
式
な
親
睦
会
に

す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
の
ち
に
規
約
違
反
者
の
制
裁
を
任
務
と
す
る
団
体
と

な
り
、
鉄
拳
制
裁
を
お
こ
な
う
な
ど
し
た
。

（
37
）	

前
稿
（
注
（
７
））
に
引
用
し
た
、
大
正
二
年
六
月
末
の
「
一
一
八　

一

高
卒
業
記
念
旅
行
」
の
、　

伊
香
保
で
芥
川
、
藤
岡
と
一
緒
に
な
り
、
共

に
上
野
ま
で
帰
っ
た
紳
士
の
親
戚
、「
新
陸
相
楠
瀬
中　

将
」
楠
瀬
幸
彦

［1858-1927

］
も
明
治
二
十
七
年
臨
時
京
城
公
使
館
付
と
な
り
、
事
件

に
関
与
し
た
。

（
38
）	

注
（
８
）
の
『
帝
国
大
学
出
身
人
名
辞
典
』、
広
山　

謙
介
「
鴻
池
家
の

信
託
業
へ
の
進
出
（
１
）
─
鴻
池
信
託
株
式
会
社
の
概
観
と
そ
の
人
的
構

成
─
」『
経
営
と
経
済
』65

（2

・3

）1985-10

、
三
和
銀
行
史
刊
行
委
員

会
編
『
三
和
銀
行
史
』
三
和
銀
行　

昭
和
二
十
九
年
三
月

（
39
）	

注
（
24
）
に
同
じ
。

（
40
）	

注
（
９
）
に
同
じ
。

（
41
）	

一
高
卒
業
後
、
大
正
六
年
七
月
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
法
律
学
科
（
独

逸
法
兼
修
）
卒
業
、
八
月
司
法
官
試
補
、
八
年
三
月
判
事
任
。
昭
和
九
年

九
月
東
京
控
訴
院
部
長
、
十
一
年
三
月
大
審
院
判
事
補
。
広
島
、
大
阪
、

東
京
民
事
の
地
方
裁
判
所
長
歴
任
、
二
十
一
年
二
月
福
岡
控
訴
院
長
補
、

二
十
二
年
八
月
最
高
裁
判
所
判
事
任
。
三
十
一
年
十
一
月
退
官
。（『
帝
国

大
学
出
身
人
名
辞
典
』
第
１
巻
、「
岩
松
三
郎
先
生
略
歴
」『
岩
松
三
郎
先
生
喜
寿

記
念　

注
解
強
制
執
行
法
』
第
一
巻
）。
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（
42
）	

岩
松
三
郎
『
あ
る
裁
判
官
の
歩
み
』
日
本
評
論
社1967･9

（
43
）	
正
式
の
呼
称
は
注
（
２
）
参
照
。

（
44
）	
例
え
ば
、「
一
年
に
入
っ
た
ら
、
一
高
の
寮
で
細
川
潤
一
郎
と
一
緒
で
し

た
。
あ
れ
は
一
年
の
時
か
ら
司
法
官
志
望
だ
っ
た
」（『
あ
る
裁
判
官
の
歩

み
』）
と
あ
る
細
川
は
、
杉
村
の
事
蹟
で
引
用
し
た
「
辯
論
部
報
」（『
校

友
会
雑
誌
』）
に
、
杉
村
に
続
い
て
、「（
三
）
木
下
先
生
は
永
久
に
死
せ

ず　

一
、
一
、
四　

細
川
潤
一
郎
君
」
と
あ
る
。
細
川
は
、
東
京
他
方
裁

判
所
部
長
判
事
、
東
京
控
訴
院
判
事
、
弁
護
士
、
法
政
大
学
教
授
を
経
て

座
談
会
当
時
、
麻
布
高
等
学
校
長
で
あ
っ
た
。

（
45
）	

垂
水
克
己
、
兼
子
一
編
『
岩
松
裁
判
官
還
暦
記
念　

訴
訟
と
裁
判
』
有
斐
閣　

昭
和
三
十
一
年
七
月

（
46
）	

注
（
42
）
に
同
じ
。

（
47
）	

昭
和
七
年
上し
ゃ
ん

海は
い

爆
弾
事
件
の
野
村
吉
三
郎
［1877-1964

］
を
手
術
し

た
高
木
は
、
当
時
、
東
京
第
二
衛
戍
病
院
長
兼
陸
軍
軍
医
学
校
教
官
で

あ
っ
た
（『
帝
国
大
学
出
身
人
名
辞
典
』
第
２
巻
）。

（
48
）	

第
一
巻
（
総
則
§
§497-563

）（S49･8

）、
第
二
巻
（
動
産
執
行

§
§564-639

）（S51･2

）、
第
三
巻
（
不
動
産
執
行
§
§640-716
）

（S51･11

）、
第
四
巻
（
船
舶
執
行
・
非
金
銭
執
行
・
仮
差
押
仮
処
分　

§
§717-763

）（S53･6

）、
第
五
巻
（
特
殊
保
全
処
分
・
総
合
事
項
索

引
）（S54･2

）。

（
49
）	

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部　

二
〇
一
〇
年
十
月

（
50
）	

『
父
と
子
』
は
、
大
正
二
年
で
擱
筆
さ
れ
る
が
、「
七
〇　

快
活
」
で
は
、

一
高
時
代
に
度
々
訪　

問
し
た
芥
川
家
で
、
芥
川
の
母
が
藤
岡
を
愉
快
な

方
と
捉
え
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
留
学
時
の
フ
ッ
セ
ル
教
授
の
言
を
回

想
し
て
い
る
。
連
想
で
留
学
時
の
こ
と
を
記
す
の
に
は
、
オ
イ
ッ
ケ
ン

［1846-1926

］
博
士
を
訪
問
し
た
の
（
一
〇
九　

オ
イ
ッ
ケ
ン
会
）
な
ど

が
あ
る
。
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